
チーム医療を行う上で重要な
薬剤師の特性
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本日の学習目標

・薬剤師の特性を知る

・薬剤に関する問題が起こった時に薬剤師に

相談することができる
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薬剤師の特性（薬学）について
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薬理学について

【薬理学とは】
生体内外の物質と生体の相互作用を、種々の研究方法により個

体、臓器、組織、細胞、分子のレベルを貫いて総合的に研究し、
さらに創薬・育薬などの薬物の疾病治療への応用を視野に入れ、
薬物治療の基盤を確立する科学

【薬理学の一例】

鼻づまりの点鼻薬
（血管収縮薬）

血管

鼻粘膜

鼻づまりの状態
・血管が怒張
・鼻粘膜の怒張

改善した状態
・血管管が収縮
・鼻粘膜の縮小

使用前 使用後 副作用

血管

末梢血管の収縮
・高血圧
・頭痛
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薬理学を活用した一例

【病棟看護師より】
Q.強い痛みであったため強オピオイドで疼痛コントロールしてい
る患者の皮膚転移部位の痛みがなかなか取れない。増量で眠気が
出てきているがどうしたら良いか

【NSAIDsが得意とする痛み】
皮膚転移痛、骨転移痛、がんの軟部組織浸

潤、関節痛など を伴う痛み
☞これらの痛みに対しては特にオピオイド

と組み合わせて除痛を図ることが大事

A.NSAIDsを併用して、痛みと眠気の状態に合わせてオピオイド量
を調節することを提案する。



東京都緩和ケア研修会（多職種）VER2 6

薬物動態学について

【薬物動態学とは】
医薬品を中心とした様々な化学物質の体内での動きと、薬理効

果や毒性発現の関連性を追究する科学
薬物の体内動態に大きく影響を及ぼす要因は主に、『吸収、分

布、代謝、排泄（ADME；アドメ）』の４つである

【薬物動態学の一例】

モルヒネ

代謝

肝臓機能障害
の影響を受け

にくい

M3G

M6G

排泄
中枢神経毒性に関与
（せん妄、ミオクローヌス）

鎮痛効果に関与
（鎮痛、呼吸抑制）

腎機能障害
の影響を受け

やすい

蓄積により
副作用出現
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薬物動態学を活用した一例

【病棟看護師より】
Q.オキシコドン徐放製剤服用中の患者がせん妄を起こした。ここ
最近、始めた薬剤は多いがオキシコドンの量はしばらく変更して
いない。被疑薬は何か？

ノルオキシコドンCYP3A4（主）

ṥ Ṧ

CYP2D6（副） オキシモルフォン

【ボリコナゾール（強力なCYP3A4阻害剤）の併用】
ボリコナゾールの併用により、オキシコドンのCmaxは1.72倍、

AUCは3.61倍に上昇する。相互作用により、オキシコドンが過量投
与となり、せん妄が発症したと考えられた。



東京都緩和ケア研修会（多職種）VER2 8

薬力学について

【薬力学とは】
薬物の動物、微生物、もしくはその中の寄生生物に対する生化学

的、生理学的影響、生体内での薬物の作用の機構、または薬物の濃
度と作用の関係などを研究する科学

【薬力学の一例】

抗生剤

あり

なし

薬剤感受性

改善

悪化・不変
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薬力学を活用した一例

【病棟看護師より】
Q.腰椎転移の痛みに対してフェンタニル貼付薬で疼痛コントロー
ルをしていた患者で、下肢麻痺となりADLが低下し始めたあたりか
らせん妄の兆候。日中の覚醒を促すといった対応で問題ないか？

ṥ Ṧ

フェンタニル
投与量

安静時
の痛み

体動時
の痛み

フェンタニル
投与量

安静時
の痛み

体動時
の痛み

過剰

A.ベースの投与量が過剰となっている可能性が考えられるため減量
を推奨。そのうえで昼夜のメリハリもつけてもらうようお願いした。
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薬剤学について

【薬剤学とは】
薬物治療に資するために、未加工の原薬を加工し利用するため

の、より効果的な方法について研究する科学
単なる物質である薬物を、薬剤としての形（剤形）として設計、

製造、輸送、保存、調剤、投与し患者の体内の標的部位に到達す
るまでの各過程について取り扱う

【製剤学の一例】

経口摂取できなくなった患者

チラーヂン®

院内
製剤

チラーヂン®
坐剤

【取り扱う内容】
内服との換算比
薬としての安定性
保存条件
無菌性の担保 など
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薬剤学を活用した一例

【病棟看護師より】
Q.錠剤の徐放性製剤が服用できないと看護師から連絡があった。

徐放錠

徐放細粒 坐薬

貼付薬 持続注射

【考慮する内容】
・投与経路の適切性

☞胃瘻・腸瘻の有無
・病態として問題ないか

☞下痢、せん妄
・退院後の環境 など

A.院内採用、退院後に使用できる剤型を考慮し、適切な薬剤を
提案した。
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こんな時には薬剤師に頼ってください

～オピオイドの点滴で疼痛コントロール中の患者さん～

転院の際に、
ディスポーザブルタイプ
のPCAに切り替えてほし

いんだけど。

在宅の先生から点滴以外
の方法に切り替えてほし
いって言われました。

１時間くらいの外出なん
ですけど、どうしたらい

いですか？

リハビリの時だけ痛いっ
て言っているんですけど、
どうにかなりませんか？
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まとめ

薬剤師が持つ他の職種とは異なる強みとしては、
薬理学をはじめとする薬学の知識を持っている
ことである

それ以外にも、保険適応や麻薬・向精神薬の法
令に則った薬剤管理など、薬物治療において薬
剤師が活躍できる場面は多いと考える


